
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１１３０１

基盤研究(C)（一般）

2015～2013

助産師外来で活用できる妊娠期アセスメントツールの開発と実用化に向けたシステム構築

Development of the antenatal assessment tool that utilizing at midwifery outpatient 
and system for practical use

１０３３２９４１研究者番号：

中村　康香（NAKAMURA, Yasuka）

東北大学・医学（系）研究科（研究院）・助教

研究期間：

２４５９３３５０

平成 年 月 日現在２８   ６ １０

円     4,100,000

研究成果の概要（和文）：妊娠期のアセスメント視点として、妊娠の受容や児への愛着の他に、性別役割分業にとらわ
れない「親になること」に着目することが重要である。夫婦がともに親として子どもの世話と養育に責任を追うという
コペアレンティングという概念があり、そのコペアレンティングを促進するためのプログラムが海外では多数行われて
いる。妊娠期のアセスメント指標として、短縮版妊娠期快適性尺度および、日本語版コペアレンティング関係性尺度の
開発を行った。
電子コンテンツに関しては、この数年で著しい発達をしており、その最初の段階の調査として、タブレット端末やスマ
ートフォンに対応した、妊娠期に使用できるアプリの実態調査を行った。

研究成果の概要（英文）：As an assessment viewpoint of the pregnancy period, it is important that not only 
how much accept their pregnancy and attachment to their fetus but also becoming a parent that is not 
restricted by gender role division of labor. Concept of coparenting is that parents work together to 
raise a child and strong influence on parenting and child outcomes. Many kinds of programs that promote 
coparenting have been developed and provided in abroad.
We developed short version of Prenatal Comfort Scale and Japanese version of Coparenting Relation Scale 
as index of assessment during pregnancy period.
In regards to the digital contents, it has been developing remarkable recently. The first step of this 
study, we survey actual condition about application for smartphone and tablet device that could be useful 
during pregnancy period.

研究分野： 母性看護学分野、ウィメンズヘルス看護学分野
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
妊娠期の看護援助は主に外来における妊

婦健康診査時に限られる。これまではたとえ
有効な看護介入が研究で報告されていても、
それだけの看護介入のための時間を外来で
割くことは困難であった。しかし、近年助産
師外来が増加し、妊婦一人当たりの診療時間
も増加してきた。助産師が直接妊婦と向き合
う時間が増えたことで、助産師ならでは行え
る、妊娠期にその人なりの母親としての自己
像を確立することを目指し、児への愛着や妊
娠の受容を高め、産褥期における母親役割獲
得プロセスを円滑に移行させるような本来、
妊娠期の女性が取り組むべき発達課題につ
いて有効な看護介入を実施すべきであると
考える。そこで本研究では、妊娠期の女性が
取り組むべき発達課題について有効な看護
介入が実施できるような、助産師外来で活用
できる妊娠期のアセスメントツールを開発
し、妊婦と助産師の双方向のやり取りが可能
な電子媒体を利用したシステムづくりの構
築を目指す。 
２．研究の目的 
(1)助産師外来で活用できる、妊娠期のアセス
メント指標の開発 
(2)電子媒体を用いた実用化に向けたシステ
ム作り 
３．研究の方法 
(1)-1 文献検討 
妊娠期のアセスメントとして重要な視点

である、「妊娠期にその人なりの母親として
自己像を確立する」「児の愛着や妊娠の受容
を高める」「親になる」ことをキーワードと
して国内外の書籍や文献検索を行い検討を
行った。 
(1)-2 「妊娠期快適性尺度(2010,武石ら)
短縮版の開発 
妊娠期快適性尺度 Prenatal Comfort 
Scale; PCSは武石ら(2011)が妊婦特有の主
観的な快適性を測定するために開発された。
5 因子 35 項目から構成される。5 因子は、
父親へと成長する夫との関係性の深まり; 
HUSBAND、わが子の動きによる相互作
用 ; FETUS、周囲との交流による支え ; 
PEOPLE AROUND、母親になる実感とわ
が子への愛着; MOTHER、妊娠生活におい
て変化する自分; YOURSELF である。6 ポ
イントリッカートスケールで、全く当ては
まらない／体験していない (0)からとても
よく当てはまる／体験している (6)で回答
する。オリジナルは、35 項目とやや回答時
間がかかること、他の質問紙と合わせた場
合に、さらに回答時間がかかってしまい、
対象者に負担となること、集計にも時間が
かかり、妊婦健診などの外来での利用可能
性が低いことなどの理由により、短縮版を
作成することとした。 
短縮版の 15 項目は、妊娠初期から妊娠後
期にかけての縦断的な先行研究から探索的
因子分析、及び専門家会議により選択した。

これにより PSC 短縮版の内容妥当性を確
保した。次に妊娠初期から妊娠後期の妊婦
200 名を対象にオンライン調査を行った。 
(1)-3  日 本 語 版 CRS(Coparenting 
Relationship Scale, Feinberg ら, 2012)の
開発 
CRSはFeinbergら(2012)が coparenting; 夫
婦共同育児を多面的側面からとらえ、それら
を測定するために開発した、7 つのドメイン
で 35 項目からなる尺度である。7 つのドメイ
ン は 、 coparenting Agreement; 同 意 、
coparenting closeness; 親密性、exposure of 
child to conflict; 暴露、coparenting support; 
サポート、coparenting undermining; 阻害、
endorsement of partner’s parenting; 承認、
division of labor; 分担である。7 ポイントリ
ッカートスケールで、Not true of us / Never 
(0)から Very true of us / Very often (6)で回
答する。専門家による日本語への翻訳ののち、
バック・トランスレーションを行い、それを
母性看護専門家により日本の文化にあって
いるか、日本人が答えやすいかを検討した。
これにより日本語版 CRS の内容妥当性を確
保した。この内容妥当性が確保された尺度に
ついて、生後1年以内の第1子を持つ男女100
名ずつに対してオンライン調査をおこなっ
た。 
(2)妊娠期に利用できるアプリの実態調査 
電子媒体を用いた実用化に向けたシステム
作りに向け、妊婦と医療者が双方向に利用で
きる媒体として、当初は web サイトを想定し
ていた。しかし、近年のスマートフォン利用
者の急増(世帯普及率 9.7%;平成 22 年→
64.2%;平成 26 年,総務省 2015)に伴い、イン
ターネットの利用端末も自宅パソコン 53.5%、
スマートフォン 47.1%(平成 26 年末現在. 総
務省, 2015)となり、スマートフォンの利用を
考慮したシステム構築の必要性が高まった。
をのため、本研究では、目的を一部変更し電
子媒体を用いた実用化に向けたシステム作
りに向けたスマートフォンにおけるアプリ
ケーション(以下アプリ)の実態調査を行った。 
４．研究成果 
(1)-1 文献検討の結果、「親になること」は
親準備性、親性の発達、親役割など各論文
で様々に定義付けされており，＜子どもへ
の感情・意識の変化＞＜自分自身の意識・
行動の変化＞＜新たに「親としての役割」
を獲得する変化＞が起こることであるとと
らえられ，＜自分自身の意識の変化＞＜行
動の変化＞＜子どもへの感情の変化＞の 3
側面から評価されていた。「親になること」
を測定している評価尺度は既存の尺度を改
変して使用しているものが多く，信頼性・
妥当性が得られていないものが多かった。
「親になること」の定義は，「妊娠すること
で，子どもへの感情や意識に変化が起こる
こと。また自分の意識やそれに伴う行動に
変化が起こり、新たに親としての役割を獲
得していくこと」であり，妻・夫の内面の



変化に焦点を当てることが重要である。「親
になること」の 3 側面を一度に評価できる
尺度は無く，既存尺度がどの側面を評価し
ているか判断した上で，複数の尺度を組み
合わせて使用していく必要があることが明
らかとなった。 
(1)-2 「妊娠期快適性尺度(2010,武石ら)
短縮版の開発 
妊娠初期から妊娠後期の妊婦 200名を対

象にオンライン調査を行い、本尺度の信頼
性について検証した（表１）。尺度全体の
Chronbach’ s alpha は.934 と非常に高く、
各下位尺度においても.796-.893 と良好な
内的一貫性が確認された。これは項目数の
多いオリジナルと比較しても極めて良好な
結果であった。 

 
表１ Chronbach’ s alpha vales of PSC Short Form 

 
OVERALL HUSBAND FETUS 

PEOPLE 
AROUND 

MOTHER YOURSELF 

item # 15 4 3 3 3 2 
15-item PSC 0.934 0.886 0.893 0.869 0.839 0.796 
35-item PSC 

(item #) 
0.973 
(35) 

0.931 
(8) 

0.922 
(7) 

0.932 
(8) 

0.901 
(7) 

0.906 
(5) 

 
基準関連妥当性の検証のため、本尺度と、

主観的幸福感尺度(伊藤ら, 2003)、夫婦関係
満足度との相関関係を検証した（表２）。 

 
主観的幸福感尺度は、一般的な幸福感を

測定していることより、肯定的な感情とい
う点において快適性と相関があると予想さ
れた。また、夫婦関係満足度に関して、妊
娠期は夫婦の愛情が深まるとされてること
より、妊娠期の快適性と相関があると考え
られた。夫婦関係満足度は「夫婦関係につ
いて現在の満足度を 10 点満点で評価して
ください」との問いにより回答を得た。結
果、本尺度 3 と主観的幸福感 r=.152 
(FETUS) -.319 (HUSBAND)、夫婦関係満
足度 r=.062 (FETUS) -.480 (HUSBAND) 
であった（p<.001）。本下位尺度 FETUS
との相関 
が弱く、HUSBAND との相関が最も強く
なっているのは、オリジナルの 35 項目に
おいても同様であった。妊婦の快適性が夫
との関係性に強く関連していることは先行
研究でも報告されていることより、妥当な
結果であった。従って基準関連妥当性は確
認された。 
 最後に、構成概念妥当性の検証のため探
索的と確証的に因子分析を行った。探索的
因子分析は最尤法プロマックス回転にて行
い、先行研究同様、5 因子に収束し、累積

寄与率は 81.0%であった（図１）。次に確
証的因子分析を行った（表 3、図 2）。モデ
ル適合度はχ2=237.8、df=80、p=.000、
RMSEA = .095、CFI = .933、AIC=317.8
であった。χ2 検定結果が有意であること、
RMSEA が.05 を超えていることはこのモ
デルへの適合が低いことを示す。しかし、
CFI はモデル適合基準とされる.95 に非常
に近く、因子間の相関もほぼ均等にバラン
ス良くあることより、構成概念が妥当であ
ると判断した。これらより、本尺度の信頼
性と妥当性は確保された。 
 
表３ Results of confirmatory factor analysis 

 CMIN DF P VALUE CMIN/DF CFI RMSEA AIC LOADINGS 

all 

participants 
237.8 80 0.000 2.9725 0.933 0.095 317.8 0.35-0.86 

図 1 Exploratory Factor Analysis 

 

図 2 Comfirmatory Factor Analysis（PCS） 

 
(1)-3  日 本 語 版 CRS(Coparenting 
Relationship Scale, Feinberg ら, 2012)の
開発 
生後 1年以内の第 1子を持つ男女 100名ずつ
に対してオンライン調査をおこなった結果、
尺度信頼性に関しては、全体の Cronbach’s 
alpha は.856 と良好な結果であり、各下位尺
度においても 2 項目からなる分担以外
は.754-.950 と良好な内的一貫性が確認され
た。分担では.664 とやや低い値となったが、
項目数が少ないことより妥当であると考え
られた(表 4)。 
表 4 Chronbach’ s alpha vales of CRS Japanese version 

 overall agreement closeness 
exposure to 

conflict 
support undermine endosement 

division of 

labor 

item # 35 4 5 5 6 6 7 2 

all 

participants 
0.879 0.766 0.731 0.883 0.912 0.887 0.836 0.715 

male 0.856 0.818 0.754 0.950 0.908 0.911 0.808 0.664 

female 0.889 0.700 0.713 0.826 0.917 0.851 0.836 0.707 

         

基準関連妥当性の検証のため、本尺度と、
夫婦ペアレンティング調整尺度 (加藤ら , 
2014)、及び夫婦間調整テスト; MAT(三隅ら, 
1999)との相関関係を検証した（表 5）。 

表２ Speaman’s correlation coefficient 

15-item 主観的幸

福感尺度 

夫婦関

係満足

度 

 35-item 主観的幸

福感尺度 

夫婦関係

満足度 

OVERALL .316** .334**  OVERALL .323** .291** 

HUSBAND .319** .480**  HUSBAND .338** .458** 

FETUS .152* .062  FETUS .202** .098 

PEOPLE 

AROUND 

.272** .283**  PEOPLE 

AROUND 

.306** .248** 

MOTHER .273** .334**  MOTHER .288** .317** 

YOURSELF .303** .177**  YOURSELF .289** .134* 

* p<0.05, ** p<0.01, *** p<0.001 



夫婦ペアレンティング調整尺度は、CRS 同様、
夫婦での育児における関係調整を測定する
ために開発された尺度である。従って夫婦ペ
アレンティング尺度の“促進”下位尺度とは
正の相関、“抑制”とは負の相関が想定され
た。夫婦ペアレンティング尺度と CRS との
違いは、CRS が coparenting という夫婦双方
の主体的な育児に対する取り組みを前提と
している一方で、夫婦ペアレンティング調整
尺度は母親が育児の主体であり、父親に育児
関与を促す involvementという考えを前提と
している点である。また、coparenting のベ
ースに夫婦関係があることより、MAT との
高い相関があることが予測されたためこれ
を用いた。結果、本尺度と夫婦ペアレンティ
ング尺度 “促進”r=.670、“抑制”r=-.560、
MAT r=.745 と高い相関が得られた（p<.001）。
これらの高い相関は本尺度の coparenting の
概念と重複する部分が多いことによる結果
であり予測に合致していた。従って基準関連
妥当性は確認された。 
 最後に、構成概念妥当性の検証のため確証
的因子分析を行った。モデルは Feinberg ら
により先行研究によって確認されているも
のを用いた（表 6、図 3）。 

図 3  Confirmatory factor analysis（CRS） 

 
モデル適合度はχ2=284.7、df=14、p=.000、
RMSEA = .31、CFI = .62、AIC=312.7、因
子負荷量.35-.86 であった。χ2 検定結果が有
意であること、RMSEA が.05 を超えている
こと、CFI が低いことはこのモデルへの適合
が低いことを示す。この理由として、日本に
おける文化的差異が考えられた。また、先行
研究雨においてもχ2 検定は有意であり、
RMSEA = .06、CFI = .93 と決して高いモデ
ル適合度ではなかったが、因子負荷量が高か
ったことより、仮説に基づくこのモデルを採

用していた。本尺度においても因子負荷量
は.35 以上と良好な結果であったことより、
構成概念は妥当であると考えられた。 
 これらより、本尺度の信頼性と妥当性は確
保された。今後、データの蓄積により日本文
化を反映した CRS モデルを検証していきた
い。 
(2)妊娠期に利用できるアプリの実態調査 

2016 年 1 月現在で、モバイル端末の OS  
の 占 有 割 合 と し て 、 iOS50.3% 、
Android48.7%であることから、最初の段階
として、iPhone に対応する無料で入手でき、
妊娠期に使用できるアプリの探索を行った。
2015 年 2 月現在で 98 件が認められた。それ
らは妊娠週数や胎動、陣痛のカウントに関係
したもの、妊娠経過や胎児の成長、社会サー
ビス、育児準備物に関する知識提供に関係し
たもの、妊娠経過や心理的変化、胎児の成長
などの記録に関係したもの、母同士のコミュ
ニティに関係するもの、そしてその他として
エンターテイメント機能を持つものなどに
分類された。地域限定で提供されているもの
や、妊婦だけでなく夫などの家族と共有でき
る機能を持つアプリ、また妊娠期だけでなく、
妊娠前から育児期まで継続して使用できる
ものなど、その機能は多岐にわたることが明
らかとなった。またカウントに関係したもの
など、一種類だけの機能を持つアプリは 44
件であったが、例えば、カウントに関係した
ものと知識提供に関係したものといったよ
うに、2 種類の機能を持つアプリは 16 件、そ
れらに加え、他の記録に関係した機能や社会
的つながりの機能を持つものなど、3 種類の
機能を持つアプリが 14 件、4 種類すべての機
能を持つアプリは 4 件となった。特徴的なア
プリとして、特定の地域住民に向けたアプリ
があり、これらのアプリは、結婚や仁かつ、
妊娠、育児についての制度やサービス、イベ
ント情報についての情報提供、その他、公園
や病院、保育園などのマップ、集団検診など
の情報提供が行われている。病院と直接つな
がっているアプリも 2 件存在する。病院から
通院中の妊婦に向けて、赤ちゃんのためにし
てほしいこと、病院からのお知らせといった
情報提供がなされている。通院中の妊婦が病
院の受診予約を行う機能もある。そのほか、
妊婦健診の際に妊婦が受け取る、胎児の超音
波検査の写真をかわいく保存できるものや、
自分の腹囲の写真を妊娠週数を合わせて入
力することで、パラパラ漫画のように作成で
きるものもあり、妊娠期を楽しく過ごすツー
ルとしてのアプリの活用が期待できる。妊娠
期の情報源として、妊婦自身のセルフケアを
促進するための一つの手段として、あるいは
家族との妊娠の共有、妊娠期を楽しく過ごす
ためにこれらを利用した保健指導、さらには
育児期における活用など、今後の利用可能性
について看護職も利用をしていくことが期
待される。 
 

表 5 Speaman’s correlation coefficient 

 夫婦ペアレンティング調製尺度  

 促進 抑制 MAT 

overall .670*** -.560*** .745*** 

agreement .569** -.507** .538** 

closeness .569** -.390** .637** 

exposure to conflict -.210** .541** -.406** 

support .551** -.348** .592** 

undermine -.529** .476** -.453** 

endosement .455** -.325** .585** 

division of labor .358** -.248** .385** 

* p<0.05, ** p<0.01, *** p<0.001 

表 6 Results of confirmatory factor analysis 

 CMIN DF P VALUE CMIN/DF CFI RMSEA AIC LOADINGS 

all 

participants 
284.708 14 0 20.336 0.621 0.312 312.708 0.35-0.86 

male 152.472 14 0 10.891 0.653 0.316 180.472 0.45-0.89 

female 142.922 14 0 10.209 0.636 0.305 170.922 0.31-0.89 
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